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ダ ンダ ラテ ン トウの被食者 と しての7種 ア ブラム シの適性
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Abstract: The suitability of seven aphid species: Aphis gossypii, Aphis craccivora, Myzus persicae, Sitobion akebiae, 

Aulacorthum solani, Aulacorthum nipponicum and Acyrthosiphon pisum, as prey of Cheilomenes sexmaculata was 

evaluated from five biological and morphological characteristics (15L-9D, 18℃). All first instar larvae fed on A. nip-

ponicum died in a few days. The mean developmental duration from hatching to adult eclosion was significantly shorter 

in A. craccivora (18.0 days) than in the four other aphid species (20.1-20.9 days) except M. persicae (18.7 days); the 

survival rate was not significantly different between these six species (70.3%-91.3%). Female pupae were significantly 

heavier in A. solani and M. persicae (18.4-18.5mg) than in A. pisum (16.0mg) or S. akebiae (15.2mg). The mean 

preoviposition period was significantly shorter in A. craccivora, A. solani, A. akebiae, and M. persicae (7.3-8.0 days) than 

in A. gossypii (11.6 days). The mean number of eggs laid in the first 10 days after the start of oviposition was significantly 

more in A. craccivora (172) than in A. gossypii (99). From these results, A. craccivora and M. persicae are the best prey 

and A. gossypii is the worst prey of C. sexmaculata, but the difference in suitability was not great. A prey list of C. 

sexmaculata is given.
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緒 言

ダ ンダラテン トウCheilomenes sexmaculata (Fabricius)

(以 下 ダ ンダ ラと略記)は,日 本か ら,台 湾,中 国,東 南

アジア,ニ ューギ ニア,イ ン ド,パ キス タンにかけて広 く

分布す る,主 と して アブラムシを捕食す る中型の テン トウ

ムシであ る.本 種は分布北進の好例 とされ,現 在北限の東

京,福 井 へは比較 的最近 進 出 した と考 え られ る(神 谷,

1966).そ の 被食者 と して,こ れ までに少 な くともア ブラ

ムシ33種(う ち 日本産種26種),カ イ ガ ラム シ5種(同

3種),キ ジ ラ ミ1種(同1種)が 記録 されてい る(Appen-

dix).被 食 者 ア ブラムシの中には,ワ タアブ ラム シAphis 

gossypii Gloverや モ モ ア カ ア ブ ラ ム シMyzus persicae 

(Sulzer)な ど農作物 の重 要害 虫が含 まれ てい る.ダ ンダ

ラの個体数は,分 布北 限に近 い京都 では生息場所(林 縁部)

を 同 じ くす る ナ ミテ ン トウHarmonia axyridis (Pallas)

(以 下 ナ ミと略記)と 比べ て少 ないが,台 湾,マ レーシア,

イ ン ド,パ キス タンな どの熱 帯 ・亜熱 帯地域 では最 もふつ

うに見 られ るテ ン トウムシで,ア ブラムシ類 の捕食性 天敵

と して重 要 な役 割を果 た してい る(Tao and Chiu, 1971; 

Cartwright et al., 1977; Ng, 1991; Jalali and Singh, 1994).

ア メ リカ合衆 国 オ クラホマ では,ム ギ ミ ドリア ブラム シ

Schizaphis graminum (Rondani)の 防 除のために,パ キス

タンか ら本種 を導 入 した(Cartwright et al., 1977).

ダ ン ダラをア ブラムシ類 の生物 的防除素材 として利用す

るためには,防 除対象種 に対 する適性 を把握す る必要が あ

る.ま た本種の大量増殖 のために,さ まざまな人工飼料が

検討 されてい る(Niijima et al., 1986; Hussein, 1991)が,

ア ブ ラムシを餌 として増殖 す る場 合には適性 の高 い種 を選

抜 して用 いな けれ ば な らな い.Rajamohan and Jayaraj 

(1973)は イ ン ドにおい て,4種 ア ブ ラムシにつ いて ダ ン

ダラの被食者 としての適性を,産 卵前期 間,産 卵期間 およ

び産 卵数を指標 として評価 した.Hukusima and Kouyama 

(1974)は 日本産 の7種 アブ ラムシにつ いて,孵 化 か ら羽

化 までの発育期 間 と生存 率を指標 として適性 を評価 した.

しか し,こ の7種 の中には ワタア ブラム シ,モ モアカアブ

ラムシは含 まれていない.

本研 究の 目的は,ダ ンダラの生物的防除素材 として の利

用を検討 す る研 究の一環 として,ワ タアブ ラムシ,モ モア

カア ブラムシを含 む農作物加害6種 アブ ラムシにつ いて,

孵 化 か ら羽化 までの発育期 間 と生存率,蛹 重,産 卵前期間

な らびに産卵 開始後10日 間 の産卵数 を指標 として,被 食

者 としての適性 を比較す ることである.こ の6種 に加 え,

ナ ミに対 す る摂食 阻害作用 のある植物 由来 の特殊物質を体

内に含有す る(Nishida and Fukami, 1989)ヘ ク ソカズラ

ヒゲナガア ブラムシAulacorthum nipponicum (Essig and 
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Kuwana)に つ いて も調べ た.比 較対 象 と してナ ミを用 い

た.

材 料 お よび方 法

1. 供 試 虫 と実験 条件

実験に用いた ダ ンダラお よび ナ ミは,京 都市左京 区下鴨

の京都 府立大学 農場 で1995年5～6月 に採 集 した個体 の

子孫 であ る.累 代飼育は ダ ンダ ラは マメアブ ラム シAphis 

craccivora Koch,ナ ミは モモ アカ アブ ラム シを被食 者 と

して行 った.供 試 アブラムシは ワタアブ ラム シ,マ メアブ

ラムシ,モ モア カアブ ラム シ,ム ギ ヒゲナガ アブ ラム シ

Sitobion akebiae (Shinji),ジ ャ ガイモ ヒゲナガア ブラム

シAulacorthum solani (Kaltenbach),ヘ ク ソカズ ラ ヒゲ

ナガアブラムシ,エ ン ドウ ヒゲナガアブ ラムシAcyrthosi-

phon pisum (Harris)の7種 で あ る.こ れ らのアブ ラム シ

の起源お よび供試寄主植物はTable 1に 示 した.テ ン トウ

ムシお よび アブラム シの累代飼育 は,18℃, 15L-9D(明

期15時 間,暗 期9時 間)の 条件 で行 った.以 下の実験は,

同 条件 下 で1995年6月 か ら1996年10月 ま での間 に行 っ

た.

2. 被 食 者 と しての適性試験

孵化か ら羽化 までの発育期間 と生存率は,各 種 アブ ラム

シを被食者 と して,テ ン トウムシを孵化直後か ら羽化 まで

個体別に飼育 して調べた.羽 化 日に成虫の雌雄を判定 し,

雌 雄各1匹 を組に して飼育を継続 し,産 卵前期間 と産卵開

始後10日 間 の産卵数 を調べた.飼 育容器 と して透 明 プラ

ス チ ック製 アイス ク リー ムカ ップ(直 径10cm,高 さ6

cm)を 用 い,幼 虫 お よび成 虫には,食 べ残す ほ ど十分な量

の アブラムシ(日 当た り50～100匹)を 寄主植物 とともに

与えた.ア ブラムシと寄 主植物は毎 日取 り替え,そ の際幼

虫の飼育では生死 と齢 を調 べ,成 虫の飼育では産卵数を数

えた.蛹 は蛹 化後3日 目に付着面か ら剥 して体重を分析用

電子天秤(Chyo balance製JPN-200W)を 用 いて測定 し,

そ の後濾 紙に糊 づけ して容器 に戻 した.蛹 の雌雄は羽化後

成 虫に よって識別 した.

ど の実験 に おいて も,雌 雄間 の平 均値 の比較 はMann-

WhitneyのU検 定 に よって行 った.ア ブ ラム シ種 間の平

均値 の比較 はKruskal-Wallisの 検 定に よって行い,5%水

準 で有意差 がみ られ た場合 に限 り,す べ ての組み合わせ に

ついてMann-WhitneyのU検 定 に よって2種 間の比較を

行 った.な お,有 意 水準はBonferroniの 不 等式で補正 し

た.生 存率の差異 は χ2検 定 で比較 した.な お,生 存数,

死 亡数 に5以 下 の数値 が あ る場合 はYatesの 修 正 を行 っ

た式 を用 いた.

結 果

1. 発 育 期間

ヘ クソカズ ラヒゲナガアブ ラムシでは,ダ ンダラ,ナ ミ

のいず れ もすべて の個体 が1齢 幼 虫期 に死亡 した.他 の6

種 ア ブ ラムシにおけ る孵化 か ら羽 化 までの平均 発育期 間

(Table 2)は,両 種 とも雌雄 間に有意差 はな く(U検 定,

p>0.05),ダ ン ダ ラで は18.0～20.9日,ナ ミで は25.2～

28.6日 で,ダ ンダ ラの方 が6.3～8.5日 短 か った.発 育期

間は 両 種 と もに6種 ア ブ ラ ム シ区 間 で有 意 差 が み られ

(Kruskal-Wallis検 定,p<0.05),マ メ ア ブ ラムシで最 も

短か った.ダ ンダラについてはモモ アカアブラムシとの差,

ナ ミにつ いてはモモアカアブ ラム シ,エ ン ドウヒゲナガア

ブ ラムシあるいは ワタアブ ラムシ との差 は有意 ではなか っ

た.

2. 生 存 率

ヘ クソカズ ラヒゲナガアブ ラムシを除 く6種 アブラムシ

におけ る産卵か ら羽化 までの生存率(Table 2)は,ダ ン ダ

ラでは68～91%,ナ ミでは70～100%で あ った.生 存率は

両種 ともにモモアカアブラムシで最 も高 く,ダ ンダラでは,

ム ギ ヒゲナガアブラムシ,ワ タアブラムシお よび マメアブ

ラムシ,ナ ミでは マメアブラムシ,ジ ャガイモヒゲナ ガア

ブ ラムシお よび ムギ ヒゲナガ アブ ラムシで も86%を 超 え

た.検 定 の結果,ダ ンダラでは どのアブラムシ間の差 も有

意では なか った.ナ ミでは,モ モアカアブラムシと ワタア

ブラムシを除 く他の4種 アブラムシとの差は有意ではなか

った.

3. 蛹 重

平 均蛹 重(Table 3)は ダ ン ダラで は雌:15～19mg,

雄:12～16mg,ナ ミでは雌:38～49mg,雄:36～41mg

Table 1. Origins of seven aphid species and their host plants provided in study
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Table 2. Mean (±SD) developmental duration (days) and percent survival from hatching to adult eclosion of 

C. sexmaculata and H. axyridis when fed on seven prey aphids (18℃, 15L-9D)

a Numbers of individuals in parentheses .
b Means in each column followed by same letter not significantly different (Mann-Whitney U-test, p>0.05).

Values followed by same letter not significantly different(χ2-test, p>0.05).

Table 3. Mean (±SD) body weight (mg) of pupae of C. sexmaculata and H. axyridis when fed on six prey 

aphids (18℃, 15L-9D)

a Numbers of individuals in parentheses .
b Means in each column followed by same letter not significantly different (Mann-Whitney U-test, p>0.05).

で,ナ ミの方 が ダ ンダラ よ り雌 では2.1～2.9倍,雄 では

2.6～3.2倍 重 か った.雌 の蛹重 は両種 とも6種 アブラムシ

区間で有意差 がみ られ(Kruskal-Wallis検 定,p<0.05),

ダ ンダラでは ジ ャガイモ ヒゲナガアブラムシで最 も重か っ

たが,モ モアカアブラムシ,マ メアブラムシあ るいは ワタ

アブラムシとの差は有意では なか った.ナ ミでは マメアブ

ラムシで最 も重か った.し か し,マ メアブラムシとジャガ

イモ ヒゲナガアブラムシ,エ ン ドウ ヒゲナガアブラムシあ

るいは モモアカアブラムシとの差は有意ではなか った.雄

の蛹重につ いても両種 ともに雌 とほぼ同様の傾向がみ られ

たが,各 種 間に有意差 は認 め られなか った(Kruskal-Wal-

lis検 定,p>0.05).

4. 産 卵 前期 間

平均 産卵前期 間(Table 4)は ダ ンダラでは7～12日,

ナ ミでは12～21日 で,ダ ンダ ラの方が4～13日 短 か った.

産 卵前期間は両種 とも6種 アブラムシ区間で有意差がみ ら

れ(Kruskal-Wallis検 定,p<0.05),ダ ンダ ラではマ メア

ブラムシで最 も短 か ったが,ワ タアブ ラムシを除 く他 の4

種 アブラムシとの差は有意ではなか った.ナ ミではモ モア

カアブラムシで最 も短か ったが,エ ン ドウヒゲナ ガアブラ

ムシ,マ メアブラムシあ るいは ジャガイモ ヒゲナガア ブラ

ムシとの差は有意ではなか った.

5. 産 卵 数

産卵 開始後10日 間 の1雌 当 た り平均産 卵数(Table 4)

は,ダ ン ダラでは99～175個,ナ ミでは99～261個 で,ワ

タアブラムシ,モ モ アカアブラムシ,エ ン ドウヒゲナガア

ブ ラムシお よび マ メア ブラ ムシでは ナ ミの方が1.4～2.2

倍 多 く,ジ ャガイモ ヒゲナ ガア ブラムシお よび ムギ ヒゲナ

ガア ブラム シでは逆 に ダン ダラの方 が1.0～1.1倍 多 か っ

た.産 卵数は ダンダラでは6種 アブラムシ区間で有意差 が

み られ(Kruskal-Wallis検 定,p<0.05),ジ ャガイモ ヒゲ

ナガアブラムシで最 も多か ったが,ワ タアブラムシを除 く

他の4種 アブラムシとの差は有意 ではなか った.ナ ミでは

産卵数は モモ アカアブラムシ,エ ン ドウヒゲナ ガア ブラム

シ,マ メアブラムシ,ワ タア ブラムシで215個 以上,ジ ャ

ガイモ ヒゲナ ガアブラムシで166個,ム ギ ヒゲナ ガア ブラ

ムシで99個 と大 きな違 いがみ られたが,い ず れの種間 に

も有 意 差 は 認 め られ な か った(Kruskal-Wallis検 定,

p>0.05).
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Table 4. Mean (±SD) preoviposition period (days) and mean number of eggs laid in first 10 days after start 

of oviposition of C. sexmaculata and H. axyridis when fed on six prey aphids (18℃, 15L-9D)

a Means in each column followed by same letter not significantly different (Mann-Whitney U-test, p>0.05).

考 察

本研究では供試 した7種 アブラムシについて,ダ ンダラ

の被食者としての適性を,ナ ミを比較対象 として,五 つの

指標に基づいて評価 しようとした.評 価の根拠は次の仮定

による.被 食者としての適性は,(1)発 育期間が短い,(2)発

育期間中の生存率が高い,(3)蛹 体が重い,(4)産 卵前期間が

短い,(5)産 卵数が多いほど高い.ヘ クソカズラヒゲナガア

ブラムシを除 く6種 アブラムシにおけるダンダラ,ナ ミの

各指標値を,比 較のためにいずれも最大値を1と して相対

的にTable 5に 示した.こ こで,孵 化から羽化までの発育

期間および産卵前期間は発育速度(い ずれも所要 日数の逆

数)で 示 した(以 下それぞれ発育速度,産 卵前発育速度と

略記).ダ ンダラについては,発 育速度 と産卵前発育速度

ではマメアブラムシ,生 存率ではモモアカアブラムシ,蛹

重 と産卵数ではジャガイモヒゲナガアブラムシで,値 が最

も大きか った(Table 5).マ メアブラムシとモモアカアブ

ラムシでは,す べての指標値についてそれぞれの最大値と

有意差がなかった.ジ ャガイモヒゲナガアブラムシでは発

育速度,ム ギヒゲナガアブラムシお よびエンドウヒゲナガ

アブラムシでは発育速度 と蛹重,ワ タアブラムシでは発育

速度,産 卵前発育速度および産卵数における値が,各 指標

の最大値 より有意に小さかった.ナ ミについては,発 育速

度 と蛹重ではマメアブラムシ,生 存率,産 卵前発育速度お

よび産卵数ではモモアカアブラムシで,値 が最も大きかっ

た.こ の2種 とエ ンドウヒゲナガアブラムシでは,す べて

の指標値がそれぞれの最大値と有意差がなかった.ジ ャガ

イモヒゲナガアブラムシでは発育速度,ワ タアブラムシで

は生存率,蛹 重および産卵前発育速度,ム ギヒゲナガアブ

ラムシでは発育速度,蛹 重および産卵前発育速度における

Table 5. Index of comparative value in each of six prey aphids of velocity of larval and pupal development 
(=1/developmental duration in days), larval and pupal survival, body weight of female pupa, velocity of 
development during preoviposition period (=1/preoviposition period in days), and number of eggs laid in 
the first 10 days after start of oviposition of C. sexmaculata and H. axyridis

* Significantly different from maximum (1.00) within a column (Tables 2-4).
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値 が,各 指標 の最大値 よ り有意 に小 さか った.

以上 の結果 を総合的 に判断 して,ダ ンダラの被食者 とし

ての適性 は,こ の6種 につ いては,マ メアブ ラム シとモモ

アカア ブラム シで最 も高 く,ジ ャガイモ ヒゲナガア ブラム

シ,ム ギ ヒゲナガアブ ラムシ,エ ン ドウヒゲナガアブ ラム

シが これ に次 ぎ,ワ タアブラムシで最 も低い と評価で きる.

各 指標 の相対値平均(Table 5)は,最 高 のマメアブ ラム シ

で0.97,最 低 の ワタアブ ラムシで0.78で あ る.し たが っ

て,こ の6種 間 の被食者 としての適性 の差違 は比較的小 さ

い と考 え られ る.ナ ミにおいて も,被 食者 としての適性 は

マメアブ ラムシ とモモアカアブ ラムシで高 く,ワ タア ブラ

ムシで比較的低 い と評価 でき,ダ ンダ ラと顕著 な差異 は認

め られ ない.

Hukusima and Kouyama (1974)は,ダ ンダ ラ(岐 阜県

産)の7種 アブ ラム シを被食者 とした ときの孵化か ら羽化

までの発育期間 と生存率 を,野 外条件下 で調べた.マ メア

ブ ラムシでは,発 育期 間(13.7日)は 最 も短 い タイ ワン

ヒゲナガアブ ラム シ(11.8日)よ りも1.9日 長 いが,生 存

率(100%, n=6)は 最 も高 い.エ ン ドウヒゲナガ アブ ラ

ム シで はマ メア ブ ラムシ よ り,発 育期 間(13.9日)は 長

く,生 存率(69%, n=13)は 低 い とい う点で,本 研究 の

結果 と一致す る.ダ イ コンア ブラムシBrevicoryne brassi-

cae (Linnaeus)で は,発 育 期間(20.5日)は 長 く,生 存

率(17%, n=18)は 低 い.マ メアブ ラムシに対す る相対

発育率,相 対生存率 は,そ れ ぞれ0.67, 0.17と な り,本 研

究 で供 試 した前述 の6種 ア ブラム シにお け る最低値0.86, 

0.74 (Table 5)と 比 べ極端に低 い.Rajamohan and Jayaraj 

(1973)は,イ ン ドで4種 アブ ラムシを被食 者 とした とき

の ダンダラの増殖能 力を比較検討 した(飼 育 条件不 明).

マ メ アブ ラムシでは ワタアブ ラムシ よ りも,産 卵前期間 は

短 く(そ れぞれ1.4日,2.0日),産 卵 期 間は長 く(23日,

17日),1雌 当 た りの産卵 数 は多 か った(1,108個,718

個).こ の結果 は,ダ ンダラの被食者 と して の適性 は マメ

アブ ラムシの方が ワタアブ ラムシ よ りも高 い とい う,本 研

究 の結果 と一致す る.台 湾におけ るTao and Chiu (1971)

の研 究 に よる と,ダ ンダ ラの発育期間は ワタアブ ラム シと

モモアカアブ ラムシで同 じか,前 者 の方がむ しろ短 い(そ

れぞれ8～9日,9～10日,飼 育条件不 明).

ヘ ク ソカズ ラヒゲナガアブ ラムシでは,ダ ンダ ラ,ナ ミ

ともに供試 したすべ ての個体が1齢 幼虫期 に死亡 した.こ

のア ブラ ムシは寄 主植 物 であ るヘ ク ソカ ズ ラの特有 成分

Paederosideを 体 内に含有 し,こ の物質が ナ ミに対 し強 い

摂食 阻害活性 を示す(Nishida and Fukami, 1989).ダ ン

ダラに対 して もこの物質が 同様の作用を及ぼ した可能性が

あ る.キ ョウチ ク トウアブラムシも寄主植物の もつ強心配

糖体を体組織に蓄 え,天 敵か ら自己を防衛す るのに役立 て

ている(Rothschild et al., 1970).し か し,こ の場 合には

ダンダラとナ ミで効果 が著 しく異 なる.ダ ンダ ラでは キ ョ

ウチ ク トウア ブラムシに対す る適性 が きわ めて高 いのに対

し,ナ ミでは このア ブラムシを捕食 した個体 は間 もな く死

亡 す る(高 田 ・杉本,1994).台 湾 にお いて ミカ ンク ロア

ブラムシToxoptera citricida (Kirkaldy)を 捕 食 した ダ ン

ダラは,3齢 幼 虫期に死亡 す る(Tao and Chiu, 1971). 

Hukusima and Kamei (1970)は,ナ ミにニセア カシア,

レンゲ,ナ ズナな どで飼育 したマ メア ブラム シを与 える と

数 日後 に死亡す るが,カ ラス ノエ ン ドウ,サ サゲなどを寄

主植物 とした場合 には死亡 しない ことを示 し,ナ ミの死亡

は寄主植物か らア ブラム シに移行す る物質 に よって生起 さ

れ る と推測 した.ま た,ソ ラマ メで育 てたマ メアブ ラムシ

は,ナ ミに対す る毒性 が高 い とい う(Okamoto, 1966).

本 研 究 では,ナ ミのマ メアブ ラム シに対す る適性は,ソ ラ

マメを寄主植物 として用 いたに もかかわ らず,モ モアカア

ブ ラム シと並 び最 も高か った.本 研究で用いた ソラマ メは,

日本 で栽培 され ている大粒 種Vicia faba var. majorで は

な く,“Pigeon bean” と通称 され る小粒種var. minorで

あ る.ナ ミに対す るマ メアブ ラム シの毒性は,そ の寄主植

物 である ソラマ メの品種 に よって異 なるのであろ うか.ダ

ンダラでは,ニ セアカ シアを寄主植物 とす るマメアブラム

シに対 して も適性 が高 い(Hukusima and Kouyama, 1974).

な お,被 食者 としての適性 はダ ンダ ラ,ナ ミともに,累

代飼育 の被食者 として用 いたそれ ぞれ マメアブ ラムシ,モ

モア カア ブラムシで最 も高 い とい う結果 が得 られた.累 代

飼育過程 における適応 につ いては,今 後の検討課題 であ る.

摘 要

ダンダラテ ン トウ(以 下 ダ ンダ ラと略記)の 被食者 と し

ての適性 を,ワ タアブ ラム シ,マ メアブ ラムシ,モ モアカ

アブ ラム シ,ム ギ ヒゲナガアブ ラムシ,ジ ャガイモ ヒゲナ

ガアブ ラム シ,ヘ クソカズ ラヒゲナガアブ ラムシお よびエ

ン ドウ ヒ ゲナ ガ ア ブ ラム シ の7種 に つ い て,15L-9D, 

18℃ に おけ る産卵か ら羽化 までの発育期 間 と生 存率,蛹

重,産 卵前期 間な らび に羽 化後10日 間 の産卵数 を指標 と

して検討 した.比 較対象 としてナ ミテ ン トウ(以 下 ナ ミと

略記)を 用 いた.

ヘ クソカズ ラヒゲナガアブ ラムシでは,ダ ンダラ,ナ ミ

ともに,供 試 したすべ ての個体が1齢 幼虫期に死亡 した.

ダ ンダ ラに つい ては,発 育 期間 は マ メアブ ラム シ(18.0

日)で 最 も短 く,モ モ アカア ブ ラムシ(18.7日)を 除 く

他 の4種 アブ ラム シ(20.1～20.9日)と の差は有意であ っ

た.生 存率 は6種(70.3～91.3%)間 に有意差 はなか った.

雌 の蛹重は モモアカアブ ラムシ とジ ャガイモ ヒゲナガアブ

ラムシ(18.4～18.5mg)に お いて,エ ン ドウヒゲナ ガア ブ

ラムシ(16.0mg)あ る いはムギ ヒゲナガアブ ラムシ(15.2

mg)よ り有 意 に重 か った.雄 の蛹 重 は6種(12.2～15.6
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mg)間 に 有意差 はなか った.産 卵 前期間 は マ メア ブラム

シ,ジ ャガイモ ヒゲナガアブ ラム シ,ム ギ ヒゲナガアブ ラ

ム シお よびモモアカアブ ラムシ(7.3～8.0日)に おいて,

ワ タアブ ラム シ(11.6日)よ り有 意 に短 か った.産 卵数

はマ メアブラム シ(172.5個)に おいて,ワ タア ブラムシ

(98.8個)よ り有意 に多か った.

これ らの結果 を総合的 に判断 して,ダ ンダラの被食者 と

しての適性 は,ヘ ク ソカズ ラヒゲナ ガアブラム シを除 く6

種 につ いては,マ メアブラムシ とモモアカアブ ラム シで最

も高 く,ジ ャガイモ ヒゲナガアブラムシ,ム ギ ヒゲナガア

ブラムシ,エ ン ドウ ヒゲナガアブラムシが これ らに次 ぎ,

ワタアブラムシで最 も低 いと評価 した.各 指標(発 育期間

と産卵前期間は発育率に換算)に つ いて,最 大値 を1と し

た ときの相 対値平 均 は最高 のマ メアブ ラム シで0.97,最

低 の ワタア ブラム シで0.78で あ るの で,6種 ア ブ ラムシ

間の被食者 と しての適性の差異は比較的小 さい と考 えられ

る.ナ ミについて も,被 食者 と して の適性は マメアブラム

シとモモアカアブラムシで高 く,ワ タアブ ラムシで比較的

低い と評価で き,ダ ンダラと顕著 な差異は認め られ なか っ

た.
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Appendix. Prey list of Cheilomenes sexmaculatea
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JPN: Japan; Hokkaido, Honshu and Kyushu (5, 6, 11, 13, 14, 17), OKN: Japan; Okinawa (1, 13), TWN: 
Taiwan (15, 16), IND: India (3, 7, 8, 9, 10, 12), PKT: Pakistan (2, 4).
1: Arakaki (1992), 2: Azim and Ahmed (1966), 3: Babu and Ananthakrishnan (1993), 4: Ghani (1975), 5: 
Hukusima and Kouyama (1974), 6: Johki et al. (1988), 7: Modawal (1941), 8: Murlidharan (1993), 9: 
Rajamohan and Jayaraj (1973), 10: RayChaudhuri et al. (1978), 11: Sasaji (1967), 12: Singh and Bali (1993), 
13: Takada (unpublished data), 14: Takada and Sugimoto (1994), 15: Tao (1990), 16: Tao and Chiu (1971), 17: 
present study.
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